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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 15,280 2.3 662 △4.0 924 1.2 722 △1.1

28年３月期第３四半期 14,939 6.7 689 △1.2 913 △5.1 730 4.8

(注)包括利益 29年３月期第３四半期 705 百万円 ( 11.7％) 28年３月期第３四半期 631 百万円 ( △25.1％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 21.66 ―

28年３月期第３四半期 21.90 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第３四半期 31,354 11,300 36.0

28年３月期 31,493 10,795 34.3

(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 11,300百万円 28年３月期 10,795百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

29年３月期 ― 0.00 ―

29年３月期(予想) 6.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,700 1.2 920 7.0 1,230 1.1 930 1.4 27.89

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 34,294,400株 28年３月期 34,294,400株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 957,251株 28年３月期 956,274株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 33,337,717株 28年３月期３Ｑ 33,339,753株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

　

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間(平成28年4月～12月)におけるわが国経済は、長期化していた景気の

足踏み状態から、個人消費や輸出に穏やかながら持ち直しの動きが見られるようになった一方で、

英国のＥＵ離脱や米国の新政権による政策動向から、世界経済の先行きは不透明感が拡大しまし

た。

わが国の土木・建設業界は、復興需要や都市大型再開発を中心として堅調に推移し、更に上半

期の受注済工事案件の着工遅れ等からも回復傾向が見られ、当社が取り扱う重仮設鋼材の荷動き

もようやく本格化しました。また、タイ国では公共建設投資を中心に発注の増加が見られるよう

になりました。

この様な環境のなか、当社グループは、当連結会計年度から3ヶ年の新中期経営計画「成長への

新機軸の創造」をスタートさせ、基本戦略である「新規戦略投資の推進」、「コア事業の更なる

収益基盤強化」、「持続的成長に向けてのインフラ整備」に沿って収益基盤の強化に努めており

ます。

当社グループの当第3四半期連結累計期間の業績は、売上高は152億80百万円と前年同期比3億41

百万円、2.3％の増収となりました。損益面では、営業利益は工事利益の減などにより6億62百万

円（前年同期比27百万円、4.0％減）と減益になったものの、経常利益は持分法による投資利益の

増により9億24百万円（同11百万円、1.2％増）と増益になり、また、親会社株主に帰属する四半

期純利益は7億22百万円（同8百万円、1.1％減）と前年同期並みになりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①重仮設事業

賃貸稼働量は前年同期並みに留まりましたが、首都圏を中心に販売量が増加したため、売上

高は122億6百万円（前年同期比4億44百万円、3.8％増）、セグメント利益は11億9百万円（同40

百万円、3.8％増）と増収増益になりました。

②重仮設工事事業

上半期遅れていた工事案件が進捗したため、売上高は20億26百万円（同33百万円、1.7％増）

と増収になりましたが、大口案件を中心に利益率が低下したため、セグメント利益は15百万円

（同62百万円、80.3％減）と減益になりました。

③土木・上下水道施設工事等事業

官庁工事の受注が減少したため、売上高は10億51百万円（同1億34百万円、11.3％減）、セグ

メント利益は26百万円（同9百万円、26.7％減）となりました。
　

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第3四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金の減少1億42百万円などにより、

前期末比1億38百万円減の313億54百万円となりました。

負債合計は、借入金の減少8億円などにより、前期末比6億43百万円減の200億54百万円となりま

した。

純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益7億22百万円の計上による増加と配当金2億

円の支払による減少などにより、前期末比5億5百万円増の113億円となり、自己資本比率は1.7ポ

イント増の36.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、平成28年５月６日公表の平成29年３月期の通期連結業績予想に変更はありま

せん。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第1四半期連結会計期間に適用し、平成

28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法

に変更しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月

28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,477 1,449

受取手形及び売掛金 8,516 8,373

建設機材 9,290 8,996

商品 35 25

材料貯蔵品 244 250

未成工事支出金 55 166

その他 239 385

貸倒引当金 △39 △27

流動資産合計 19,818 19,619

固定資産

有形固定資産

土地 8,027 8,027

その他（純額） 1,078 1,004

有形固定資産合計 9,106 9,031

無形固定資産 11 11

投資その他の資産

その他 2,625 2,741

貸倒引当金 △67 △49

投資その他の資産合計 2,558 2,692

固定資産合計 11,675 11,734

資産合計 31,493 31,354
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,874 7,411

短期借入金 7,520 7,450

未払法人税等 205 77

引当金 35 12

その他 1,705 1,552

流動負債合計 16,341 16,504

固定負債

長期借入金 3,160 2,430

退職給付に係る負債 99 36

引当金 36 36

その他 1,061 1,047

固定負債合計 4,357 3,550

負債合計 20,698 20,054

純資産の部

株主資本

資本金 2,651 2,651

資本剰余金 924 924

利益剰余金 5,291 5,814

自己株式 △134 △134

株主資本合計 8,732 9,254

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 136 213

土地再評価差額金 1,975 1,975

為替換算調整勘定 △52 △146

退職給付に係る調整累計額 2 2

その他の包括利益累計額合計 2,062 2,045

純資産合計 10,795 11,300

負債純資産合計 31,493 31,354
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 14,939 15,280

売上原価 12,711 13,056

売上総利益 2,228 2,224

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 855 861

福利厚生費 164 163

退職給付費用 20 18

地代家賃 127 131

その他 370 386

販売費及び一般管理費合計 1,538 1,562

営業利益 689 662

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 19 15

持分法による投資利益 179 241

貸倒引当金戻入額 49 28

その他 39 32

営業外収益合計 288 318

営業外費用

支払利息 52 43

その他 12 12

営業外費用合計 65 55

経常利益 913 924

税金等調整前四半期純利益 913 924

法人税、住民税及び事業税 188 149

法人税等調整額 △5 53

法人税等合計 182 202

四半期純利益 730 722

親会社株主に帰属する四半期純利益 730 722
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 730 722

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △21 76

土地再評価差額金 2 -

退職給付に係る調整額 1 1

持分法適用会社に対する持分相当額 △81 △94

その他の包括利益合計 △98 △16

四半期包括利益 631 705

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 631 705
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２重仮設 重仮設工事

土木・上下水
道施設工事等

計

売上高

外部顧客への売上高 11,760 1,993 1,185 14,939 ― 14,939

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 ― 0 1 △1 ―

計 11,761 1,993 1,185 14,941 △1 14,939

セグメント利益 1,069 77 35 1,182 △492 689

(注) １ セグメント利益の調整額△492百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であり

ます。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２重仮設 重仮設工事

土木・上下水
道施設工事等

計

売上高

外部顧客への売上高 12,202 2,026 1,051 15,280 ― 15,280

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4 ― ― 4 △4 ―

計 12,206 2,026 1,051 15,285 △4 15,280

セグメント利益 1,109 15 26 1,150 △488 662

(注) １ セグメント利益の調整額△488百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であり

ます。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 報告セグメントの変更等に関する事項

　 会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様

に変更しております。

　 これによる当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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